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 2022年入試情報  

2022年 国公立大入試日程決定！ 
共通テストの日程決定を受け。 

国公立大 個別（2次）試験の出願締切日は2月4日に！ 

私立大の共テ利用入試の日程にも影響見られる 

旺文社 教育情報センター 2021 年 7 月 12 日 

 

6月以降、2022年入試について、文部科学省ならびに大学入試センターから「実施要項」の公表

が続いた。今春の共通テスト（共テ）は、“第1日程・第2日程・特例追試験”の3段構えの日程だっ

たが、2022年は「本試験」「追（再）試験」という例年通りの形となった。ただし、コロナ禍対応として

「追（再）試験」は、例年の「本試験」1週間後ではなく、2週間後の実施に。これを受け、国立大学

協会は7月5日、公立大学協会は6月30日、2022年入試の「実施要領」改訂版を公表。私立大でも、

大学への「受験生の共テ成績の提供日程」の関係から、共テ利用入試の日程見直しが見られる。 
 

■2022年入試は、2021年コロナ禍入試と、ほぼ同様の日程に 

 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 国立大学協会、公立大学協会ともに、昨年時点で、例年通りの共テ日程を前提として「2022

年入試の実施要領」を公表していた。 

 2022年入試について、6月4日文科省は「大学入学者選抜実施要項」を、6月11日大学入試

センターは「共通テスト実施要項」を、それぞれ公表した。共テ「本試験」と「追（再）試験」

の間隔が2週間であることや、大学への「受験生の共テ成績の提供日程」などの詳細な日程

が明らかになったことで、国立大学協会と公立大学協会は、昨年公表していた「2022年入試

の実施要領」を改訂したという流れだ。 

 2022年入試日程の全体像は、2021年コロナ禍入試と、ほぼ同様の日程になった形だが、上

記のような情報が公表される以前に、入試ガイドなどで日程を示している大学もある。そう

した大学では、入試日程の変更が、大学ホームページや募集要項で行われる。とりわけ、私

 POINT  

◎共テ「本試験」⇒「追（再）試験」の間隔は、1週間ではなく2週間に。 

◎大学入試センターから大学への「受験生の共テ成績の提供」は2月7日から。 

◎これらの決定を受け、国立大・公立大の入試方針を定める「実施要領」で、「個別（2次）試

験の出願期間」「前期・後期日程の第1段階選抜結果発表の日程」「学校推薦型選抜（共テを

課す）／総合型選抜の合格発表日」「学校推薦型選抜・総合型選抜の入学手続日」などが改

訂された。 

◎私立大では、共テ利用入試の日程変更があり得る。入試ガイドで、たとえば共テ利用入試

の合格発表日を2月7日以前で示している大学は変更が必至（2月8日以降の場合でも変更は

あり得る）。 

http://passnavi.obunsha.co.jp/ct.html?ad=eic&page=pdf&number=1&uri=http://eic.obunsha.co.jp/
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立大では、共テ利用入試の合格発表日が2月7日以前になっている場合は変更必至で（2月8日

以降でも変更はあり得る）、実際、大学によって日程の変更が公表され始めている。 

 

※参照：文部科学省「大学入学者選抜実施要項」に関する弊社記事（2021年6月8日配信）。 

※参照：大学入試センター「共通テスト実施要項」に関する弊社記事（2021年6月11日配信）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2021.7 加納） 

※国立大学協会・公立大学協会「2022年度入学者選抜についての実施要領」をもとに作成。 

※追試験等の情報は割愛。 

※入試日程などは今後、新型コロナの感染状況等で変更される可能性がある。 

■2022 年 国公立大入試 「実施要領」で改訂された主な日程 

 

http://passnavi.obunsha.co.jp/ct.html?ad=eic&page=pdf&number=1&uri=http://eic.obunsha.co.jp/
http://eic.obunsha.co.jp/pdf/exam_info/2021/0608_1.pdf
http://eic.obunsha.co.jp/pdf/exam_info/2021/0611_1.pdf

